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はじめに
2025 年 4 月に鹿児島大学練習船「南星丸」に

よるスミスマッキンタイヤ式採泥器（Fig. 1）を
用いた鹿児島湾の底生生物相調査が行われ，2 個
体のクサハゼ Vanderhorstia sp. sensu Akihito et al. 

(2000) が採集された．スミスマッキンタイヤ式採
泥器は，主に海底表面や堆積物中に生息するベン
トスを採集するために広く用いられている採泥器
の一種である（Smith and Mclntyre, 1954；香月ほか，
2019）．採泥機が接した範囲の底質ごと生物を採
集するという特性上，魚類は泳いで逃げることが
可能なため，一般的に採集されることは少なく，
その報告例も底生魚類でわずかに存在するに過ぎ
ない（Okiyama, 2001, 2008; Komai, 2017）．クサハ
ゼは国内では千葉県から八重山諸島にかけてと小
笠原諸島に分布するヤツシハゼ属 Vanderhorstia 

Smith, 1949 の一種であり，九州沿岸においては
日 向 灘 と 薩 摩 半 島 西 岸 か ら 報 告 さ れ て い る

（Iwatsuki et al., 2017；佐藤ほか，2023）．本研究
ではスミスマッキンタイヤ式採泥器による魚類採
集の稀有な例として，鹿児島湾初記録のクサハゼ
を報告する．

材料と方法
本研究において採集されたクサハゼ 2 個体の

うち 1 個体の標本作製，登録，撮影，および固定
方法は本村（2009）にしたがった．もう 1 個体は

生時の写真を撮影後，70% エタノールで固定し（右
胸鰭端部は切除後に 100% エタノールで保管），
北里大学海洋生命科学部に提供された．ニセオニ
テッポウエビ Alpheus rapacida De Man, 1908 は生
鮮時の写真を撮影後，99.5% エタノールで固定・
保存した．計測はデジダルノギスを用いて 0.1 

mm 単 位 ま で お こ な っ た． 標 準 体 長（standard 

length）は体長と表記した．本研究に用いたクサ
ハゼ 1 標本とニセオニテッポウエビ 1 標本は鹿児
島大学総合研究博物館（KAUM）に保管されて
おり，生鮮時の写真は同館のデータベースに登録
されている．

結果と考察
Vanderhorstia sp. sensu Akihito et al. (2000)

クサハゼ（Fig. 2）

標本　KAUM–I. 216151，体長 40.8 mm，鹿児
島 県 鹿 屋 市 沖　 鹿 児 島 湾（31°22′09″N, 

130°46′35″E），水深 30 m，スミスマッキンタイヤ
式採泥器，2025 年 4 月 23 日，南星丸．
写真　KAUM–II. 797，鹿児島県肝属郡錦江町

沖　 鹿 児 島 湾（31°16′40″N, 130°46′63″E）， 水 深
44 m，スミスマッキンタイヤ式採泥器，2025 年 4

月 23 日，南星丸．
同定　鹿児島湾産の標本と写真資料は眼の下

縁が上顎上端より下方に位置すること，眼窩中央
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下の縦列孔器に 6 個の孔器があること，眼窩後半
下方の縁に沿って 5 個の孔器があること，頤に 1

対の孔器があること，体側部に体後方で不明瞭に
なる 2 黄色縦線をもつこと（Fig. 2），および尾鰭
は中央鰭条が長い尖形であることが益田ほか

（1975）の示したクサハゼ Vanderhorstia sp. 2，明
仁ほか（2013）の示したクサハゼ Vanderhorstia 

sp. 2，および鈴木（2004, 2021）の示したクサハ
ゼ Vanderhorstia sp. A の特徴と一致したため本種
に同定された（写真資料の孔器は未確認）．
分布　本種は日本とインドネシアに分布し（鈴

木，2021），日本国内においては小笠原諸島（兄島・
父島），千葉県，和歌山県，神奈川県，静岡県，
高知県，日向灘（宮崎県：後述），鹿児島県本土（薩
摩半島），山口県日本海側，大隅諸島（種子島・
屋久島），奄美群島（奄美大島・加計呂麻島），沖
縄諸島（沖縄島），宮古諸島（宮古島，伊良部島，
池間島），および八重山諸島（石垣島・西表島）
から記録されている（福田・御前，1992；平田ほか，
1996；瀬能ほか，1997, 1998；吉郷・中村，2003；
野 村，2003； 鈴 木，2004, 2021; Senou, et al., 2007；
明仁ほか，2013；大河ほか，2014；佐々木ほか，

2014; Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017; 

Nakae et al., 2018；萩原，2019；園山ほか，2020；
田代ほか，2022; Motomura, 2023；佐藤ほか，2023；
本田ほか，2024；本村，2025；本研究）．本研究に
より鹿児島湾（Fig. 3）から新たに記録された．
備考　記載標本はスミスマッキンタイヤ式採

泥器によって得られた底質の中から採集された．
得られた際にクサハゼは生存しており，体の損傷
も限りなく小さい状態であった．本種が得られた
底質は火山灰混じりの細かい泥であり，この泥が
クッションとなることで本種は体の損傷が少ない
状態で採集されたと考えられる．また，KAUM–I. 

216151 は雄のテッポウエビ属のコエビ類と共に
採集されており，このコエビ類は額角後方の正中
隆起が頭胸甲の中央部付近に達すること，大鉗は
偏平で長さが幅の約 3 倍であること，大鉗掌部に
横溝や隆起線はないこと，第 2 胸脚の腕節第 2 節
の長さは幅の約 6 倍で第 1 節の長さの約 1.2 倍で
あること，第 3 胸脚の指節はへら状であること，
および第 4 腹節側面に黒色斑をもつことなどの形
態的特徴が De Man (1908), Bruce (1994)，および
野村（2003）の示したニセオニテッポウエビ
Alpheus rapacida De Man, 1908（Fig. 4）の特徴に
概ね一致し，本種に同定された．ニセオニテッポ
ウエビは日本国内においてダテハゼ Amblyeleotris 

japonica Takagi, 1957，ホシゾラハゼ Cryptocentrus 

cyanospilotus Allen and Randall, 2011，イトヒキハ
ゼ Cryptocentrus filifer (Valenciennes, 1837)， オ イ
ランハゼ Cryptocentrus melanopus (Bleeker, 1860)，
カスリハゼ属の一種 Mahidolia sp.，クロオビハゼ
Myersina nigrivir Akihito and Meguro, 1983，シマオ
リハゼ Vanderhorstia ambanoro (Fourmanoir, 1957)，ク
サ ハ ゼ， キ ツ ネ メ ネ ジ リ ン ボ ウ Stonogobiops 

pentafasciatus Iwata and Hirata, 1994，およびオニ
ハゼ Tomiyamichthys oni（Tomiyama, 1936）との共
生が報告されている（Yanagisawa, 1984；野村，
2003；鈴木，2004, 2021；吉郷，2009）．野村（2003）
はクサハゼと共生するニセオニテッポウエビには
小型個体が多いとの傾向を報告しており，本研究
において採集されたニセオニテッポウエビは頭胸
甲長 7.8 mm の小型個体であった．スミスマッキ

Fig. 1. Photograph of Smith-Mcintyre Bottom Sampler on T/V 
Nansei-maru.
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ンタイヤ式採泥器による底質採取時にクサハゼが
ニセオニテッポウエビの巣穴に逃げ込んだため
に，底質ごとニセオニテッポウエビと共に採集さ
れた可能性が考えられる．

スミスマッキンタイヤ式採泥器で採集された
とされる魚類は報告が少ないが，ハゼ科魚類に集
中 し て い る［ カ ワ リ ミ ミ ズ ハ ゼ Luciogobius 

adapel Okiyama, 2001， ア カ ウ オ Paratrypauchen 

microcephalus (Bleeker, 1860)，ベタハゼ Platygobiopsis 

tansei Okiyama, 2008; Okiyama, 2001, 2008; Komai, 

2017］．ハゼ科魚類の様な底質中に埋在，または
底質表面に密着した生活史をもつ魚類は，比較的
遊泳性・移動能力に乏しく，採泥器の様な手法で

Fig. 2. Fresh specimen and live individual of Vanderhorstia sp. sensu Akihito et al. (2000) from Kagoshima Bay, Kyushu, Japan (A: KAUM–
I. 216151, 40.8 mm SL; B: KAUM–II. 797).

Fig. 3. Collection sites of Vanderhorstia sp. from Kagoshima Bay, 
Kyushu, Japan (Blue triangle: KAUM–I. 216151; Red circle: 
KAUM–II 797).

Fig. 4. Fresh specimen of Alpheus rapacida De Man, 1908 
(KAUM-AT 3744) from Kagoshima Bay, collected together 
with Vanderhorstia sp. (KAUM–I. 216151).
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も採集されやすいと考えられる．
本種の分布域は「分布」の項で示したとおり

であり，千葉県から九州の太平洋沿岸に広く分布
している．しかし，九州沿岸においては Iwatsuki 

et al. (2017) が日向灘（大分県佐賀関から鹿児島
県大隅半島東岸），田代ほか（2022）が薩摩半島（坊
津町），佐藤ほか（2023）が薩摩半島西岸（笠沙町）
から報告したものに限られる．したがって，本研
究において得られた標本がクサハゼの鹿児島湾に
おける初記録となる．なお，Iwatsuki et al. (2017)

は日向灘におけるクサハゼの出現を稀とし，その
記録は標本に基づいているものとしていた．現在，
宮崎大学農学部水産科学講座（MUFS: Division of 

Fisheries Sciences, Miyazaki University） に 収 蔵 さ
れていたすべての魚類標本は，鹿児島大学総合研
究博物館へ移管されており，その移管標本から
2009 年 7 月 28 日に宮崎県門川町庵川で採集され
たクサハゼ 1 標本（MUFS 31971, 体長 45.1 mm，
水深 8 m，定置網：Fig. 5）が確認された．MUFS

標本台帳上においてクサハゼはこの 1 標本しか存
在しておらず，これが Iwatsuki et al. (2017) の出
典標本の可能性が高い（現在は KAUM–I. 406372

に再登録）．
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